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実行委員長あいさつ
青年部会設立 40 周年記念事業
実行委員長

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご支援、ご尽力をいただきまして誠にありがとうござい

ます。
さて、2022年12月4日（日）新型コロナウィルス感染拡大が予断を許さ

ぬ中、公益社団法人相模原法人会青年部会設立40周年記念事業が無事に
開催されましたことをまずは協力して頂いた各諸団体の方々、法人会会
員の皆様に大変感謝しております。

部会長としての青年部会全体の運営や役割も大して把握もしていませ
んでした私からすると、この設立40周年事業をどのように進めていった
らいいのか全く分からずにいました。

そんな中、林特別幹事並びに岡田副部会長に色々とご教授頂き、渡邉
部会員を実行委員長としてお願いした経緯がございます。

渡邉実行委員長には各グループのグループ長を任命して頂き、実行委
員長を筆頭に部会全体で今期当初から役員会前の会議を迅速に進めて頂
き事業の大枠ができていきました。

公益事業として、ワクワク！！税金体操第一コンテストの開催や、講
演会のセミナーでは講師の『さかなクン氏』を迎えて満員御礼という形で
地域の子供たちに楽しんで頂けました。その後の祝賀会についても滞る
ことなく進められました。

40周年記念事業に携わり、相模原法人会青年部会の発展に微力ながら
ご協力できたと達成感を感じております。

締めの言葉となりますが、この先も相模原法人会青年部会の各事業を
楽しみながら活動し、青年部会の良さをお伝え出来たらと思っており
ます。

会員皆様のこれからのご繁栄、ご健勝をお祈りして青年部会長として
のご挨拶と代えさせて頂きます。

相模原法人会青年部会設立40周年記念事業、実行委員長を仰せつかり
事業構築には会員の皆様、関係者、諸団体の皆様には多大なるご協力や
ご理解を賜り心より御礼申し上げます。

青年部会設立40周年の大きな節目を迎える記念事業にふさわしい内容を
検討し松田部会長の想いを形にすべく長い時間をかけて実行委員会を立ち
上げ会議、議論を重ねてきました。自身が実行委員長のご依頼を頂いた際
には光栄に感じると同時に実行委員長をしっかりと務めて行けるのかと、
不安も感じていた事を思い出します。しかしながらその不安を林、岡田
両副実行委員長や各グループの担いを引き受けて下さったグループ長を
はじめと致します実行委員会メンバーの熱意と思いやりや助け合う仲間
意識を頂きましたお陰様で記念事業を盛大に開催することができました。

私は実行委員会活動を通じ改めて青年部会の歴史を振り返ることがで
き、歴史と伝統のある相模原法人会青年部会を多くの相模原市民に知って
頂きたい、相模原法人会青年部を発展させたい、そんな想いを持ち取り
組みました。しかしながらコロナ禍の影響もあり苦労も多くありましたが
試行錯誤しながら意見を出し合い事業の成功を目標に向かい進んで来まし
た。そしてこの事業を期に、これからの未来を担う子どもたちへ期待し、
時代が変わったと言われる昨今、法人会青年部会がさらに活発な事業展開
を推し進め、会員相互が助け合い発展することで今後、末永く続く相模原
法人会青年部会でありたいと願いを込めて一生懸命に準備を致しました。
ご協力を頂きました皆様のお陰様を持ちまして、記念事業の当日はご来賓
の皆様や関係諸団体の皆様、また多くの相模原市民にご参加を賜り、会場
は満員御礼の来場を頂くことができました。振り返れば支えて頂いた多く
の感謝と自身の成長を感じることができ、とても良き経験をさせて頂きま
した。最後に記念事業実行委員の皆様、そして記念事業に関わって頂いた
全ての方々に厚く感謝し、御礼を申し上げます。本当にありがとうござい
ました。

部会長あいさつ
第 19 代 青年部会長

松田　桂吾 渡邉　博明
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設立40周年を祝して
相模原税務署署長

公益社団法人相模原法人会青年部会が、この度設立40周年を迎えられ
ましたことを心からお慶び申し上げます。
青年部会の皆様におかれましては、昭和56年部会設立当初から今日に
至るまで、当会の活動目的を良く理解され、法人会活動の活性化や組織
の拡充強化に果敢に取り組まれ、法人会発展のため多大なる尽力と共に、
顕著なる貢献を尽くされたことに心より厚く御礼申し上げます。
また、今日まで青年部会の運営に精力的に携わってこられた歴代部会
長をはじめ、多くの役員の皆様の尽力に心より敬意を表します。
青年部会は、40年に亘る部会の伝承を重んじながらも、部会名の通り
若々しい感性と果敢なチャレンジ精神にあふれ、常に未開拓分野への挑
戦を成し遂げ進化を続けております。今では、多くの市民の皆様に認知
され親しまれている「ワクワク税金体操第一」やそのイメージキャラク
ターである「ねぐちゃん」の制作、コロナ禍の影響で対外的な活動が制限
されている中では、LINEの「ねぐちゃん」スタンプの作製など、どのよ
うな環境にあっても「今できること」を懸命に模索し、行動に移してきま
した。また、次代を担う良き経営者としての資質向上を図るための研修
や勉強会の開催を通して、厳しく自己研鑽に取り組まれています。そして、
法人会の活動目的である「税知識の普及と納税意識の高揚」達成のため、
青年部会の柱事業である「租税教育活動」には永年に亘り積極的に取り組
まれています。小学校児童を対象にした、青年部会オリジナルプログラ
ムによる租税教育は、受講した児童からの指示も厚く、教育関係者から
の高い評価を受けています。
今後も、これまで以上に青年部会並びに当会の事業活動に尽力くださ
いますようお願い申し上げると共に、設立40周年を迎えられました青年
部会が、これまで蓄積された知識と経験、会員相互の厚い信頼関係によっ
て培われたチームワークを活かし、部会設立50周年という大きな節目に
向け、新たな時代の波と共に飛躍発展されることを期待しております。
最後に、青年部会の益々活躍と発展並びに青年部会員の皆様の事業の
繁栄と健勝を祈念申し上げ、祝辞といたします。

公益社団法人相模原法人会青年部会におかれましては、この度、設立40周年
を迎えられ、税務行政を預かるものといたしまして、永きにわたるご活動に深
い敬意を表しますとともに、心よりお慶びを申し上げます。
また、松田部会長をはじめ部会員の皆様方におかれましては、税務行政に対

しまして、日頃より格別のご高配とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
相模原法人会青年部会は、昭和57年３月に開催された相模原法人会総務委員

会において組織されました。以来、青年経営者の立場から、適正・公平な申告
納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な運営に寄与するとともに、地域企業
と地域社会の健全な発展に貢献されました。
特に、創意工夫を凝らした租税教育活動により、税知識の普及、納税意識の

高揚に努めてこられました。国税庁で作成いたしました租税教育用学習プログ
ラムにより、市内の小学校で「租税教室」を数多く開催していただいたほか、相
模原法人会青年部会独自の取組みとして『頭でなく体で税を学ぶ』をコンセプト
に「ワクワク！！税金体操第一」を考案されました。さらに、この体操のイメー
ジキャラクター「年貢ちゃん（愛称　ねぐちゃん）」を市内で公募され、原画に基
づいて製作された着ぐるみを使って、子ども達が体を動かしながら税金につい
て楽しく学ぶことができる租税教育プログラムを確立されました。
これもひとえに歴代部会長をはじめ歴代部会員の皆様方の並々ならぬご尽力

の賜物であり、永年にわたる献身的なご努力とご苦労に対しまして深く敬意を
表する次第です。
さて、私たち国税組織に課せられた使命は、国の活動を支える歳入を確保す

るために、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」こと
です。これを国民の皆様からの理解と信頼の下で果たせるよう国税庁の任務で
ある「適正・公平な賦課徴収の実現」に努めて参ります。
また、納税者利便の向上に向けた取り組みとして「あらゆる税務手続が税務

署に行かずにできる社会」を目指して、従来からのe-Taxの利用推進のみならず、
チャットボットの充実やキャッシュレス納付の推進に取り組んでいます。特に
キャッシュレス納付では新たにスマホアプリ納付が利用可能となりました。
さらに、間近に控えたインボイス制度、電子帳簿保存制度の円滑な実施のた

めには皆様に理解を深めていただき、準備を進めていただくことが重要です。
このような課題への取り組みや周知・広報に当たりましては、税の良き理解

者である青年部会員の皆様のご支援が不可欠です。相模原税務署といたしまし
ても、これまで以上に、相模原法人会青年部会との信頼関係・協調関係を深め
て参りたいと存じます。引き続き、税務行政に対しまして、より一層のご理解
とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
結びに、設立40周年を契機として、公益社団法人相模原法人会青年部会が今

後益々発展されますことを願いますとともに、部会員の皆様方のご健勝と事業
のご繁栄を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

お祝いの言葉
公益社団法人相模原法人会　会長

新倉　　裕 齋藤 英男
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お祝いの言葉
相模原県税事務所所長

竹村 　勉

公益社団法人相模原法人会会員の皆様、このたび青年部会が設立40周年を
迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。
相模原法人会青年部会は、「次代を担う経営者集団」として、経営者としての

資質向上を目指した「経営研修事業」、部会員相互の親睦・交流を核として地域
社会との交流や相模原市全体の活性化を目指す「地域社会貢献活動」などのほ
か、未来の日本を担う小学生に対して、国や地方公共団体の財政を支える税に
ついて理解を深めるとともに、主権者として税を通じて社会の在り方について
考えてもらうことを目的とした出前授業である租税教室等の「租税教育活動」に
も大変力を注いでいただいております。
特に、「租税教育活動」は青年部会の活動の大きな柱に位置付けられており、

2017年には「頭でなく体で税を学ぶ」をコンセプトに、リズムに合わせて体を動
かしながら楽しく税金の意義などを学べる相模原法人会青年部会のオリジナル
の租税教育ツールとして「ワクワク!!税金体操第一」が考案され、2018年には
プロモーションビデオも作成し、大々的に「租税教育活動」を推進して来られま
した。
昨年12月に開催されました「青年部設立40周年記念事業」におきましても「ワ

クワク!!税金体操第一」コンテストが実施されたところですが、この「ワクワク!!
税金体操第一」はイメージキャラクターの「ねぐちゃん」とともに、今では「市民
桜まつりのパレード」や「相模の大凧まつり」などのお祭り等イベント会場に登
場し、子供たちに大盛況と伺っております。
相模原法人会青年部会の皆様には、このような公益活動を通じまして、本県

の税務行政はもとより、県政全般にわたり、多大なお力添えをいただいており
ますことを、この場をお借りいたしまして、厚く御礼申し上げますとともに、
このように特色のある活動を40年の長きにわたり連綿とリードして来られまし
た松田部会長をはじめ歴代の役員の皆様、部会員の皆様に心より敬意を表しま
す。
相模原法人会の皆様におかれましては、「税のオピニオンリーダー」として、

また、地域の企業と社会の健全な発展を目指す「地域社会のリーダー」としてご
尽力いただいているところですが、青年部会の皆様が、部会の活動を通じて培
われましたノウハウや人脈を法人会活動全般の更なる発展につなげるととも
に、県行政に対しましても、一層のご支援・お力添えをいただきますよう、改
めてお願い申し上げます。
結びとなりますが、この40周年を節目として青年部会はもとより公益社団法

人相模原法人会が益々ご発展されますとともに、会員の皆様の更なるご繁栄と
ご健勝を心からお祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

相模原法人会青年部会が設立４０周年を迎えられましたことを、心からお
祝い申し上げます。このように輝かしい節目を迎えられましたことは、ひと
えに松田青年部会長をはじめとする歴代の貴会関係者の皆様の並々ならぬ御
尽力の賜物とお喜び申し上げます。
貴会におかれましては、昭和５７年の創設以来長きにわたり、次代を担う

経営者の皆様がともに成長し発展するための活動を続けられており、本市の
地域経済の発展に多大なる御貢献をいただいておりますことに、厚く御礼申
し上げます。
この40年間を振り返りますと、当時45万都市であった本市は旧津久井４

町との合併や指定都市移行を経て72万都市となり、圏央道の開通やリニア
中央新幹線の神奈川県駅の着工など、今でもなお成長を続けています。こう
した中、私たちを取り巻く社会は、近年の情報通信技術の進歩や経済のグロー
バル化などにより一層複雑化、多様化し、新型コロナウイルス感染症の拡大
による経済活動の低迷やエネルギー価格の高騰など、新たな課題への対応が
急務となっています。
今求められるのは、ポストコロナをはじめ新たな時代の要請に応える働き

方や企業経営の改革のための取組であり、時代の変化へしなやかに対応し、
新しい発想で地域経済を支えていただいている貴会の果たす役割は、今後ま
すます大きくなるものと期待申し上げます。
また、より身近な法人会として、市内の小・中学生を対象とした租税教室

で未来を担う子どもたちに税の仕組みや大切さをわかりやすく伝えていただ
いており、特に近年は、運動をしながら税への理解を深める「ワクワク！！
税金体操第一」やイメージキャラクターの「ねぐちゃん」を誕生させるなど、
貴会の原点である「税知識の普及」に向けた青年部会ならではの活動に取り
組まれていることに、深く敬意を表します。
本市におきましても、「相模原市総合計画」に掲げる将来像である「潤いと

活力に満ち笑顔と希望があふれるまち　さがみはら」の実現に向け、誰一人
とり残さない持続可能な行財政運営の基盤を作り上げてまいる所存です。そ
して、本市の持つ魅力を効果的に発信し、地域の皆様との対話を大切にしな
がら、「子育てするなら相模原」、「第二、第三の人生を楽しむなら相模原」、「教
育を受けるなら相模原」、「起業するなら相模原」と言っていただける「幸せ色
あふれるまち」を目指し、貴部会の皆様方のお知恵を拝借しながら取組を進
めてまいります。「ワクワクするさがみはら」の実現に向けて、ともに手を携
え、次代に希望のタスキをつないでまいりましょう。
結びとなりますが、貴部会のますますの御発展と会員皆様方の御健勝と御

活躍を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

青年部会設立40周年を祝して
相模原市市長
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歴代部会長一覧

青年部会設立40周年記念事業実行委員会　組織図

令和３年度・４年度青年部会組織図（敬称略）

式典グループ 広報・協賛
グループ

記念事業グループ
（税金体操、ねぐちゃんPR）

祝賀会グループ 記念事業グループ
（記念講演会）

総務グループ

部会長
松田　桂吾

実行委員長
渡邉　博明

副委員長
岡田耕次郎

※令和４年12月１日現在
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矢島真由美

朝見　賢光

池田　国広

浦上　裕生

片桐　大義

斎藤　　誠

田中　　亮

姫野　大輔

平田　　諭

細井　一宏

枡田　宏一

松下　貴幾

望月　達也 

 

 

【総務委員会】

副部会長
才川　重久
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池田　弘城
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井上　誠士

折笠　正治

加藤　礼美

小山　智竹

佐藤　　匠

柴田　輝隆

鈴木　　誠

志賀　祐介

谷　　順一

張　　　芯

中山正太郎

平井　一真

松下　龍太

丸山　隆司

村野　健二

本橋　幸弦

吉田　茂司 

 

 

【公益・広報委員会】

副部会長
岡田耕次郎

委員長

副委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

 

内山真奈美

稲垣　博子

高熊　宗照

石川　将誠

岩井　大輔

佐野　勝広

宍戸　裕二

銭広　星一

髙橋　和也

寺田喜久雄

長谷川　明

林部　直樹

菱山　和人

藤井　崇生

藤本宗一郎

古木　和樹

八子　利佳

山口　弘一

山口　　恒

山本　武仁 

 

 

【租税教育委員会】

副部会長
久野　孝広

委員長

副委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

今岡　俊二

松本　賢次

飯田美津雄

阿部　善之

青島　英臣

安藤　佑弥

飯塚　　侑

植田　健太

渡辺　泰文

菊永　　雅

小林　俊介

佐々木亮一

佐藤　清仁

清水　昭智

関根　　亮

髙 屋 敷 依 里 子

豊村　康弘

内藤　進一

古谷　淳史

星　　英彰

野﨑　綾二

松井　耀右

丸山　静世

山城憲太郎

義見　亮太 

【交流委員会】

副部会長
井上　康誠

委員長

副委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

 

若林　美佳

廣川　知典

神谷　清香

荒俣　　大

飯間　圭吾

伊藤　征洋

上原　貴幸

小川　健洋

作地　　剛

佐々木茂綱

島影　裕司

白川　哲也

鈴木　正樹

髙瀬　芳明

竹村　優弥

館脇　智幸

中丸　　剛

中山　直樹

牧　　恒太

三澤　崇典

八木　健芳 

 

 

【経営研修委員会】

副部会長
市村　　努

委員長

副委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

 

田口　雄樹

網野　　通

塚原　祐太

池田　豊文

市川　雄士

梅本　祐助

門倉　弘和

河内敬太郎

菊地原共幸

佐藤　貴浩

渋谷　渉

関戸　康弘

髙橋　研吾

田所　靖浩

東城　　凛

畑野　雅之

吹春　康成

本田　泰章

松下　　遼

山﨑　和樹

山本　篤司

吉野　知也

渡邉　博明 

 

 

【地域社会貢献委員会】

特別幹事
林　　大介

部会長
松田　桂吾

担当副会長
岩田　　正

担当副会長
浦上　裕史

役　員

昭和58年～昭和59年度　　第 １ 代 青年部会長　山田　　毅

昭和60年～昭和61年度　　第 ２ 代 青年部会長　稲場久二男

昭和62年～平成２年度　　第 ３ 代 青年部会長　大野　正則

平成３年～平成５年度　　第 ４ 代 青年部会長　晝間　良雄

平成６年度　　　　　　　　第 ５ 代 青年部会長　小島　　明

平成７年～平成８年度　　第 ６ 代 青年部会長　関戸　昌邦

平成９年～平成10年度　　第 ７ 代 青年部会長　大塚　利之

平成11年～平成12年度　　第 ８ 代 青年部会長　高橋　良典

平成13年～平成14年度　　第 ９ 代 青年部会長　佐々木佳美

平成15年～平成16年度　　第10代 青年部会長　新津　裕史

平成17年～平成18年度　　第11代 青年部会長　細谷　和久

平成19年～平成20年度　　第12代 青年部会長　石沢　辰幸

平成21年～平成22年度　　第13代 青年部会長　福本　　寿

平成23年～平成24年度　　第14代 青年部会長　小方　雄大

平成25年～平成26年度　　第15代 青年部会長　小口　伸夫

平成27年～平成28年度　　第16代 青年部会長　林　　大介

平成29年～平成30年度　　第17代 青年部会長　佐藤俊太郎

令和元年～令和２年度　　第18代 青年部会長　尾﨑　　勲

令和３年度～　　　　　　　第19代 青年部会長　松田　桂吾

義沢　　彰 山本久美子 高橋　和也 松本　賢次 神谷　清香 山﨑　和樹
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平成25年度
business

平成27年～平成28年度
第16代 青年部会長

林　　大介

平成25年～平成26年度
第15代 青年部会長

小口　伸夫
　

平成26年度
business

平成27年度
business

▶租税教室

▶租税教育用「紙芝居」
　相模原市主催市民若葉まつり

▶全国青年の集い
　「いのちの絆を宇宙に求めて」
　講師：JAXA名誉教授　的川泰宣氏

▶経営研修会
　「ドラッカー経営から見た納税」
　講師：経済産業省登録中小企業診断士
　　　　清水祥行氏

▶チャリティゴルフ大会

▶一般社団法人神奈川県法人会連合会
　「法人会の森」下草刈

▶部会親睦交流事業
　・青年部会全体会議懇親会
　・相模原商工会議所青年部との懇親会
　・「覚醒する！マーケティングセミナー」
　　　講師：（合）夢・支援隊代表社員　村上博志氏
　・署長を囲む座談会
　　テーマ
　　　「国際的な取引への対応について」
　　　相模原税務署長　髙橋博良氏
　・青年部会新年会

▶施設見学会
　・日帰り親睦旅行
　・おもしろカレッジ

平成28年度
business

▶租税教室

▶租税教育用「紙芝居」
　相模原市主催市民桜まつり

▶地域イベント参加
　津久井湖湖上祭へ出展

▶全国青年の集い 
　租税教育プレゼンテーション
　記念講演 テーマ「夢は努力でかなえる」
　講師：スキージャンプ選手　葛西 紀明氏

▶経営研修会
　・「夢を叶える」で組織は変わる
　・一般社団法人神奈川県法人会連合会
　　　講師：日本アントレプレナー学会公認トレーナー
　　　　　　　佐々木亮輔氏

▶チャリティゴルフ大会

▶一般社団法人神奈川県法人会連合会
　「県立21世紀の森」下草刈

▶「ワクワク!!税金体操第一」を作成 

▶親睦交流事業　▶会員研修会

▶施設見学会

▶青年部会連絡協議会「情報交換会」

▶青年部会連絡協議会セミナー　

▶交流会
　税務・経営研修会
　「企業経営に役立つ税務」

▶知っ得ビジネス交流会

▶市長を囲む座談会
　「四国の自然と文化」

▶全国青年の集い 広島大会

▶チャリティーゴルフ大会
　相模原ゴルフクラブ

▶銀河連邦応援金と
　　　社会福祉協議会への寄付

▶事業PR（全体会議時）

▶新年会

▶租税教育活動

▶県連青年部会連絡協議会セミナー

▶おもしろカレッジ
　「日本の台所築地市場と皇居および
　　　　　マッカーサ記念室の見学」
　
▶事業報告会

▶おもしろカレッジ
　伊東地引網体験

▶税務・経営研修会

▶知っ得ビジネス交流会

▶署長を囲む座談会
　「宮古島の素顔」

▶３法人会交流事業
　厚木レンブラントホテル

▶全国青年の集い 秋田大会

▶チャリティーゴルフ大会
　相模原ゴルフクラブ

▶相模原市役所と社会福祉
　　　　　　協議会への寄付

▶事業PR（全体会議時）

▶新年会

▶租税教育
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平成29年～平成30年度
第17代 青年部会長

佐藤俊太郎

令和元年～令和２年
第18代 青年部会長

尾﨑　　勲

令和元年度
business

▶租税教室

▶租税教育用「紙芝居」
　相模原市主催市民桜まつり

▶地域イベント参加
　・相模の大凧まつりへ参加
　・相模原市民まつりへ出展
　・あつぎ鮎まつりへ参加
　・さがみ風っ子トレイルランニングの
　 ステージにて税金体操を実施
　・つくい湖湖上祭へ出展

▶全国青年の集い 
　記念講演 テーマ
　「ポジティブ志向～健康な心と体で未来を動かす～」
　講師：ファッションモデル　アン ミカ氏

▶ねぐちゃん着ぐるみ作成

▶チャリティゴルフ大会

▶親睦交流事業
　・事業報告会懇親会
　・ＳＳ会交流会
　・署長を囲む座談会
　・５法人会ゴルフ大会交流会
　・まちさがロマンス会ゴルフコンペ 
　・まちさがロマンス会交流会

▶経営研修会　▶施設見学会 

▶青年部会連絡協議会「情報交換会」

令和２年度
business

▶租税教育用「紙芝居」

▶経営研修会
　君は、Afterコロナをどう生き抜くか
　講師：シュアラ株式会社
　　　　代表取締役　山本裕一氏

▶チャリティゴルフ大会

▶「県立21世紀の森」下草刈

▶地域社会への貢献を目的とする事業
　ゴルゴ松本　命の授業
　講師：お笑いコンビTIM　ゴルゴ松本氏

▶親睦交流事業
　・今何してる！？ウィズコロナ
　　緊急座談会
　・コロナ禍での活動状況報告
　・2019年度卒業式
　・署長を囲む座談会
　　テーマ
　　　「コロナを乗り越えて
　　　　　　　　～人の心とビジネス～」
　　　相模原税務署長　山本　茂氏

平成29年度
business

▶租税教室

▶租税教育用「紙芝居」
　相模原市主催市民桜まつり

▶地域イベント参加
　・相模原市民まつりへ出展
　・相模の大凧まつりへ参加
　・あつぎ鮎まつりへ参加
　・つくい湖湖上祭へ出展

▶全国青年の集い 
　租税教育プレゼンテーション
　記念講演 テーマ
　「走ることで伝える大切な事～夢・出会い・絆」
　講師：間　寛平氏

▶ワクワク！！税金体操第一
　プロモーション映像作成

▶チャリティゴルフ大会

▶一般社団法人神奈川県法人会連合会
　「県立21世紀の森」下草刈

▶経営研修会　▶親睦旅行

▶親睦交流事業
　・署長を囲む座談会・新年会

▶青年部会連絡協議会「情報交換会」

▶青年部会連絡協議会セミナー

平成30年度
business

▶租税教室

▶租税教育用「紙芝居」

▶地域イベント参加
　・相模原市民まつりへ出展
　・相模の大凧まつりへ参加
　・あつぎ鮎まつりへ参加
　・さがみ風っ子トレイルランニングへ出展
　・つくい湖湖上祭へ出展

▶全国青年の集い 
　記念講演 テーマ
　「今私たちにできること～未来のために～」
　講師：紺野美沙子氏

▶ねぐちゃんイラスト募集

▶チャリティゴルフ大会

▶「県立21世紀の森」下草刈

▶親睦交流事業
　・署長を囲む座談会
　・100人ｄｅ大忘年会
　・青年部会新年会

▶経営研修会　▶親睦旅行

▶青年部会連絡協議会「情報交換会」

▶青年部会連絡協議会セミナー
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令和３年度
business

令和４年度　
business

令和３年～令和４年度
第19代 青年部会長

松田　桂吾
　
　

▶租税教室

▶全国青年の集い
　「身体も心も仕事も家庭も
　　バランス良く過ごすために」
　講師：マルチタレント　優木まおみ氏

▶経営研修会
　「免疫力アップにつながる身体づくり」
　AKIRA budo school　代表　青木　亮氏

▶署長を囲む座談会
　「税と国境」
　講師：相模原税務署長　高岡典彦氏

▶新年会

▶おもしろカレッジ
　於鋸山日本寺散策

▶一般社団法人神奈川県法人会連合会 
　青年部会連絡協議会「情報交換会」
　「財政健全化のための健康経営
　　プロジェクトの取り組みについて」
　講師：全法連青連協役員

▶租税教室

▶青年部会連絡協議会セミナー

▶おもしろカレッジ焼津

▶研修会セミナー

▶署長を囲む座談会
　「経営者として親として…プラスワン」

▶津久井やまびこ祭り参画
　税金体操

▶青年部設立40周年記念事業
　決起集会
　敦煌

▶つくい湖湖上祭の参画
　税金体操、税金クイズetc

▶全国青年の集い沖縄大会

▶青年部会設立40周年記念事業

▶新年会

▶県連青年部会連絡協議会セミナー

40周年記念事業

SAGAMIHARA
HOJINKAI
SEINENBUKAI

th
公益社団法人相模原法人会青年部会
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「ワクワク！！税金体操第一コンテスト」を青年部設立40周年記
念事業として開催いたしました。
相模原法人会オリジナルの租税教育ツールである税金体操第一
は、「頭でなく体で税を学ぶ」をコンセプトに、リズムに合わせて
体を動かしながら、楽しく学べ、これまでも、市民まつりのパレー
ドや、相模の大凧まつりなどの地域のお祭り等イベント会場で
実施し、たくさんの子どもたちに笑顔で参加してもらいました。
今回、広く発信するためにコンテストを企画し、実行委員会で

様々なアイデアをもらいながら開催できたことは数年後に振り
返った時にメンバーや参加してくださった方にとって、良い経
験になっていると思います。
参加グループの振付の完成度、オリジナリティ、表現力溢れる
税金体操は、私たちが想像していた体操を遥かに超えて、８チーム
の演技に会場で感動しました。このコンテストをきっかけに税
金体操が育ち、長期的に親しまれていくことが今後の願いです。

青年部会設立40周年記念事業実行委員会
記念事業グループ長　高橋　和也
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青年部会設立40周年記念事業実行委員会
記念式典グループ長　義澤　　彰
記念式典担当グループ長の義澤です。40周年という記念に当た
り大役を務めさせていただき有難うございました。私はいまま
で式典を企画したことが無かったものでしてまずは30周年及び
他の部会・親会を参考にさせていただきました。国家斉唱に物
故会員への黙祷、来賓紹介、部会長式辞・会長式辞そして来賓
祝辞と式典の流れは早い段階で組み立てが出来ました。来賓は
いろいろなご意見が会議で出ましてどこまで呼んで良いものか
判断はギリギリまで考えました。司会は当初部会員のどなたか

にお願いしようと考えておりましたら記念講演の司会を高橋OB
のお嬢さんが務めていただけることになり式典も引き続きお願
いすることに致しました。開会の言葉を副部会長の才川さんに、
閉会の言葉を総務委員長の岡野さんにお願いし式次第は完成致
しました。当日は順調に式典を終えることが出来き、これも多
くの皆様のご助言そして事務局の皆様のお陰です。有難うござ
いました。
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青年部会設立40周年記念事業実行委員会
記念事業グループ長　神谷 清香
どこまでも広がる青い空の12月４日、相模原法人会青年部会設
立40周年記念講演会の講師として、国立大学法人東京海洋大学
名誉博士･客員教授さかなクン氏をお迎えし、講演会を開催致し
ました。この事業は、魚の生態について楽しく学びながら、水
や地球の環境を守る事の大切さを子どもから大人まで一緒に考
えてもらえたらと思い企画致しました。
当日は、検温、手指消毒等の感染症対策を徹底し、1,000人を
超える参加者が少しでも安心して過ごせる様に努めました。

元気いっぱいのさかなクンが登壇すると大きな拍手と沢山の笑
顔で会場は熱気に包まれました。さかなクンの果てしない知識
と人を惹きつける話し方、魅力的な魚のイラスト、お人柄の良
さにすっかり心を掴まれ感動が止まりませんでした。又、質問
コーナーでは沢山の人が手を挙げてくださり時間が足りない程
でしたが、どんな質問でも真摯に受け止め丁寧に答えて下さる
姿がとても印象的でした。この講演会で皆さんの心にひとつで
も何か響いて感じてくれたなら幸いです。
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青年部会設立40周年記念事業実行委員会
記念祝賀会グループ長　松本　賢次
　40周年記念事業DAYの最後を飾る記念祝賀会をけやき会館
大樹の間にて開催致しました。当日は相模原税務署・相模原商
工会議所・県内各単位会青年部会・市内青年団体・協力保険会
社等の多くのご来賓の皆様方や多くのOB諸兄の皆様にご臨席頂
き盛大に開催出来たことを安堵するとともに、普段よりかくも
多くの皆様に支えられて活動出来ている事を改めて実感致しま
した。また、30周年よりの10年間、当会を牽引して頂いた５名
の歴代部会長に感謝状の贈呈を行い、祝辞として当時の思い出

や今後の当会への期待などをユーモラスに語って頂き大変盛り
上げて頂きました。ご臨席頂いた皆様ありがとうございました。
　私自身このような大役の経験に乏しく、実行委員会発足から
当日まで不安に駆られることも多かったですが、企画から設営
まで青年部会の皆さんや事務局山田さんのご助言・ご協力を頂
き、盛会に終えることが出来ましたことを感謝申し上げます。
50周年はOBとして楽しみにしています。ありがとうございま
した。
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町田支社
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